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今週のキーワード 

英語で「予約購読」「予約金」の意味。そこから転じて「一定期間の使用許可」を意味する言

葉となった。アメリカでは「サブスクリプションボックス」と言われ、健康食品や洋服、アー

トまで多岐にわたるサービスが参入している。利用期間が長くなるとモノを買うほうが安くな

るため、多彩な種類を用意するなどして付加価値をつけるケースが多い。 
サブスクリプション 

 

軽減税率対応レジの補助金の要件 
９月末までに契約完了すれば対象 

 

中小事業者が消費税の軽減税率に対応したレジ

の導入等をした場合に支給する補助金の手続要件

が緩和されている。 

これまでは、本年９月30日までに軽減税率対応

レジの設置・支払が完了していなければ補助金の

対象とならなかったが、手続要件の緩和により９

月30日までにレジの導入・改修に関する「契約等

の手続きが完了」していれば同日までに設置・支

払が完了していなくても対象となる。 

ただし、補助金の申請はレジの設置・支払後と

する事後申請であるため、補助金申請期限である

12月16日までには設置・支払を完了する必要があ

るので注意したい。 

ちなみに、軽減税率対応レジを導入した場合の

補助金は、レジを２台以上又はレジ１台のみと付

属機器の合計額が３万円以上の場合は補助率が３

／４（レジ１台のみと付属機器等を導入した場合

の合計額が３万円未満の機器については４／５）

で、補助額は１台あたり20万円が上限となる。 

手続要件緩和の背景には、10月１日の消費税軽

減税率制度の開始を目前に控え、軽減税率対応レ

ジの需要が急激に高まっているものの、レジの購

入契約後、設置・支払完了までに通常数週間程度

かかることから、開始間近の購入契約では９月30

日までの設置・支払完了期限に間に合わず、補助

金が受けられないため軽減税率対応レジの普及の

妨げとなっているとの指摘があった。 

JR東日本が「自販機初のサブスク」をスタート！ 
月額2,480円という価格と限定募集から透ける思惑 
 

Jエキナカ向け飲料事業を展開するJR東日本ウォ

ータービジネスは、自社アプリを活用した自販機の

サブスクリプションサービス「every pass」を開始

すると発表した。興味深いのは、抽選に当選した500

名だけにサービスを提供するという点。しかも、2

種あるプランのうち、月額980円の「アキュアメイ

ドプラン」は1カ月限定。2カ月目から自動的に月額

2,480円の「プレミアムプラン」へと移行する。実

質的には、1カ月お試し付きの月額2,480円のサービ

スだ。150円の商品を月20日間購入すると3,000円。

飛びつくほどの魅力があるかは疑問だ。 

なぜ、このような“中途半端”な施策を打ったの

か。ひとつは、自販機市場が縮小傾向にあることが

挙げられる。同社は、顔認証や気温と連動したレコ

メンド機能を付加したイノベーション自販機を展

開。通常自販機の1.8倍もの売上を記録するなど成

果を出してきたが、今後も自販機が必要とされるか

は不透明。限定募集がどの程度注目を集められるか

観測し、エキナカ全体の販売戦略を構築するための

データを収集する意図があるのだろう。また、開発

コストの大きい自社製品を今後も展開すべきか見

極める契機としても活用できるはずだ。 

これらは一方的な推測に過ぎないが、「限定募

集」やキャンペーン色の強い価格設定から、本気で

サブスクリプションを進めんとする意図が感じら

れず、あくまでマーケティング戦略と受け止めざる

を得ない。こうした施策が吉と出るか凶と出るか、

世間の反応を含め注目する価値はありそうだ。 
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